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■
通
常
総
会
書
面
表
決

●
付
議
事
項

第

一
号
議
案

二
〇
二

一
年
度
事
業

・
活
動

報
告
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案

二
〇
二
一
年
度
収
支
決
算
報
告
・

監
査
報
告
に
関
す
る
件

第
三
号
議
案

二
〇
≡

一年
度
事
業
・活
動
計
画

（案
）
に
関
す
る
件

第
四
号
議
案

二
〇
二
二
年
度
収
支
予
算
（案
）

に
関
す
る
件

第
五
号
議
案

二
〇
三
二
お
よ
び
二
〇
二
三
年
度

役
員
の
選
任
（案
）
に
関
す
る
件

に
つ
い
て
お
諮
り
し
、
議
決
権
を

持
つ
正
会
員
全
員
賛
成

（委
任
状

を
含
む
）
を
得
て
報
告

・
提
案
ど

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

■
第

一
回
理
事
会
書
面
表
決

●
付
議
事
項

一
理
事
長

・
副
理
事
長
の
選
任

（案
）

一
一．事
務
局
長
の
任
命
（案
）

一二
主
な
業
務
分
担
（案
）

四
．今
年
度
の
活
動
（案
）

五
．顧
間
の
選
任
（案
）

に
つ
い
て
、
理
事
全
員
の
賛
成
を

得
て
付
議
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

■
三
役
が
再
任

三
役
は
次
の
と
お
り
で
す
。

理

事

長

　

南
谷
　
晴
之
（再
）

副
理
事
長

　

神
戸
　
智
子
（再
）

理
事
。事
務
局
長塩
谷
え
り
子
（再
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特定非営利活動法人
北海道フアミリーハウス

理事長 南谷 晴之

第
十
五
回

通
常
総
会
ひ
ら
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
書
面
表
決

五
月
二
十
七
日
（金
）

皆
様
に
は
日
頃
か
ら

フ
ァ
ミ

リ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
に
対
し
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
五
回
通
常
総
会

の
開
催

に
あ
た
り
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

出
席
者

の
健
康
と
安
全
を
守
る

た
め
事
前
に
臨
時
理
事
会
を
開

催
し
、
通
常
総
会
な
ら
び
に
第

一

回
理
事
会
を
五
月
二
十
七
日
を

開
催
日
と
し
、
定
款
の
定
め
に
基

づ
き
予
め
二
〇
二

一
年
度
事
業
報

告
な
ら
び
に
二
〇
三
二
年
度
事

業
計
画

（案
）
な
ど
を
送
付
し
「書

面
表
決
」
す
る
方
法
で
開
催
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
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一
．
事
業
実
施
の
方
針

昨
年
に
引
き
続
き
、
入
院
治

療
を
受
け
る
患
者
と
そ
の
家
族

（小
児
が
ん
等
難
病
患
者
を
は
じ

め
と
す
る
入
院
患
者
家
族
）
を
経

済
的
な
ら
び
に
精
神
的
に
支
援

す
る
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

二
．
特
定
非
営
利
活
動
事
業

（
一
）
援
助
及
び
支
援
活
動

入
院
治
療
を
受
け
る
患
者

と
そ
の
家
族

（小
児
が
ん
等
難

病
患
者
を
は
じ
め
と
す
る
入

院
患
者
家
族
）
を
支
援
す
る
た

め
、
小
児
専
用
直
営
施
設

「し

ろ
く
ま

ハ
ウ
ス
」
と

フ
ァ
ミ

リ
ー
ハ
ウ
ス

（賃
貸
住
宅
や
宿

泊
施
設
等
）
の
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
円
滑
な
利
用
が
図
れ
る

よ
う
な
活
動
を
行

っ
て
い
き

ま
す
。

○

「
し
ろ
く
ま

ハ
ウ
ス
」
の
利

用
希
望
者
の
増
加
に
よ
り
、

増
室
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

○

「
し
ろ
く
ま

ハ
ウ
ス
」
の
室

内
環
境
の
充
実
の
た
め
、
優

先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
設

置
を
検
討
し
ま
す
。

○
オ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
運
営
に
協

力
し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
企
業
の
社
会
貢
献
や
団
体
か

ら
の
助
成
お
よ
び
寄
贈
品
の

獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行

い
、
当
会
紹
介
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
ハ
ウ
ス
以
外
に
も
、
札

幌
市
内
に
滞
在
中
の
付
き
添

い
家
族
も
含
め
た
支
援
方
法

を
検
討
し
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
づ
く
り

の
活
動
と
し
て
、
他
団
体
と

連
携
し
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

○
治
療
に
専
念
す
る
子
ど
も
た

ち
の
希
望
に
繋
が
る
活
動
と

し
て
、
「
そ
ら
ぷ
ち
キ

ッ
ズ

キ
ャ
ン
プ
」
を
支
援
し
ま
す
。

公
じ
道
民
に
理
解
を
求
め
る
広
報

遠
方
か
ら
札
幌
市
内

で
入

院
治
療
を
受
け
る
小
児
患
者

と
そ
の
付
き
添

い
家
族

の
現

状
に

つ
い
て
理
解
と
協
力

の

た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
通
信
を

発
行
し
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
医
療
関
係
機
関
や

自
治
体
に
毎
年
発
行
し
て
き

た
滞
在
施
設
情
報

（ガ
イ
ド

ブ

ッ
ク
）
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を

可
能
と
し
、
紙
媒
体
で
の
発

行
を
中
止
し
ま
す
。
患
者
支

援
窓
口
へ
は
案
内
し
や
す

い

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。
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ノト
ワ
ー
ク
会
議
開
催

※
Ｊ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
¨
日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ス

「病
院
近
く
の
わ
が
家
」

令
和
四
年

一
月
二
十
二
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

「
病
院
近
く

の

我
が
家
」
を
運
営
す
る
全
国
各

地
の
団
体
が
集
ま
り
、
日
々
の

活
動
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ウ
ス
が

工
夫
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
共
有

し
、
お
互

い
の
良

い
と
こ
ろ
か

ら
学
び
あ

い
、

ハ
ウ
ス
の
よ
り

一
層

の
質
向
上
を
目
指
す
た
め

の
会
議
で
す
。
今
回
の
テ
ー

マ

は

「
ハ
ウ
ス
と
小
児
ホ
ス
ピ

ス

の
共
通
点

・
相
違
点
を
考
え
よ

う
―
」
で
す
。
社
会
的
に
も
医

療
的
ケ
ア
児
支
援
法
、
こ
ど
も

家
庭
庁

の
設
置
等

が
話

題

に

な

っ
て
い
ま
す
。
小
児
ホ
ス
ピ

ス
と
聞

い
て
、
ど
の
よ
う
な
事

を
想
像
し
ま
す
か
。

「
国
立
医

療
セ
ン
タ
ー
も
み
じ
の
家
」
、

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
こ
ど
も
ホ

ス
ピ

ス
」
の
活
動
報
告
を
通
じ
、

病
気

の
発
症
時
か
ら
小
児
患
者

と
家
族
に
深
く
か
か
わ
り
を
持

ち
長
期
に
わ
た
る
ケ
ア
を
継
続

し
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

全
体
会

で
は
十

の
分
科
会
に
分

か
れ
、
テ
ー

マ
に
つ
い
て
デ
ィ

ス
カ

ツ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
北
海
道

フ
ア
ミ
リ
ー

ハ

ウ
ス
は
遠
方
か
ら
の
付
き
添

い

家
族

へ
の
支
援
が
主
な
役
割
で

す
が
、
小
児
ホ
ス
ピ

ス
も

「
病

気

の
子
ど
も

と
家
族

を
支
え

る
」
と

い
う

目
的

は
同

じ

で

す
。
こ
の
度

の
会
議

へ
の
参
加

を
通
し

ハ
ウ
ス
活
動

の

一
層

の

充
実
を
目
指
す
と
も
に
、
社
会

の
変
化
に
対
応
す
る
柔
軟
性
を

備
え
る
こ
と
が
必
然
と
感
じ
ま

し
た
。
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:がんの子どもを守る会北海道支部は、小児
:がんの子どもを持つ親たちが中心となり、
:全国で3番 目の支部として、1972年 9月 に設
:立されました。
:不治の病と言われていた「小児がん」も今
:は治癒する病気へとなりつつありますが、
:小児がんと告げられた患児と家族が抱える
:問題や悩みは多 く、情報誌「のぞみ」やパ
:ン フレット、講演会や勉強会、交流会を通
:し て病気についての理解を深め、少 しでも
:悩みを軽減できるよ

:う 活動しています。
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助
成
金
上
、」
寄
付
上
、」
協
力

北
海
道
信
用
金
庫
ひ
ま
わ
り
財
団

赤

い
羽
根
北
海
道
共
同
募
金
会

北
海
道
労
働
金
庫

公
益
財
団
法
人
コ
ー
プ
さ

っ
ぽ
ろ

社
会
福
祉
基
金

北
海
道
電
力
関
連
産
業
労
働
組
合
総
連
合

我
汝
会
さ
っ
ぽ
ろ
病
院

（株
）
ゼ
タ
セ
グ
メ
ン
ト

（株
）
オ
ー
ル

（株
）
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

第

一
生
命
保
険
（株
）札
幌
総
合
支
社

北
海
道
医
師
会

北
苑
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
札
幌
中
央
支
部

月
寒
引
越
プ
ラ
ザ
（株
）

札
幌
市
共
同
募
金
委
員
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ー
プ

。
マ
マ
・
ス
マ
イ
リ
ン
グ

（敬
称
略
）

ほ
か
個
人
の
皆
様
よ
り
の
ご
寄
付
、
物
品

（自
転
車

。
お
も
ち
ゃ

。
金
券
な
ど
）
の
寄
贈
を

賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇

一
九
年
七
月
に
開
設
さ

れ
た

「
し
ろ
く
ま

ハ
ウ
ス
」
は
、

四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年

の

二
室
目
の
増
室
や
事
務
所
移

転
に
よ
り
、
ご
家
族
と
話

を
す
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
終

息
に
向
か
わ
な

い
中
、

遠
方
か
ら
来
札
さ
れ
る

家
族
の
大
変
さ
は
私
た

ち
の
想
像
以
上
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
治
療
が

終
了
し
退
院
さ
れ
る
時

の
ご
家
族

の
晴
れ
や
か

な
笑
顔
や

一
緒
に
滞
在
さ

れ
た
小
さ
な
お
子
さ
ん
の

成
長
は
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の

喜
び
で
す
。

「
し
ろ
く
ま

ハ
ウ

ス
」
は
、
こ
ち
ら
に
書
き
き
れ

な

い
ほ
ど

の
嬉
し

い
応
援

や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
頂

い

て
い
ま
す
。

「
し
ろ
く
ま

ハ
ウ

ス
」
を
大
事
に
思

っ
て
頂
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
北
海
道

フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
患

者
さ
ん
と
そ

の
付
き
添

い
家
族
を
応
援
し
ま
す
。

華
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